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小倉孝誠教授　履歴・研究業績





(III)

履歴

学歴

1974年 3月 青森県立弘前高校卒業
1974年 4月 京都大学文学部入学
1978年 3月 京都大学文学部卒業（仏文学科）
1978年 4月 東京大学人文科学研究科修士課程入学（仏語仏文学）
1980年 9月～ 1982年 7月　フランス、リヨン第２大学留学（国際ロータリー財

団奨学生）
1983年 3月 東京大学人文科学研究科修士課程修了（仏語仏文学）
1983年 4月 東京大学人文科学研究科博士課程進学（仏語仏文学）
1983年 9月～ 1987年 5月　フランス、パリ第４大学（ソルボンヌ）、およびパ

リ高等師範学校留学（フランス政府給費留学生）
1988年 3月 東京大学人文科学研究科博士課程中退

学位

1983年 3月 文学修士（東京大学）
1987年 5月 Docteur ès lettres 文学博士（パリ・ソルボンヌ大学）

職歴

1988年 4月 東京大学文学部助手（1989年 3月まで）
1989年 4月 東京都立大学人文学部助教授（2003年 3月まで）
1989年 4月～ 2002年 3月　東京女子大学、学習院大学、明治学院大学、東京大

学、成城大学、京都大学、青山学院大学などの非常勤講師、およ
び都民カレッジ、ＮＨＫ文化センターなどの講師を務める。

2003年 4月 慶應義塾大学文学部教授（現在に至る。この間、京都大学、東北
大学、愛媛大学、大阪大学、成城大学などで非常勤講師を務める）



(IV)

受賞歴

1995年 6月 渋沢・クローデル賞（『19世紀フランス　夢と創造』人文書院、
1995年、にたいして）

2006年 10月 義塾賞（『身体の文化史』中央公論新社、2006年、『近代フランス
の誘惑』慶應義塾大学出版会、2006年、にたいして）

2011年 10月 日本翻訳出版文化賞（アラン・コルバンほか監修『身体の歴史』
全 3巻、共同監訳、藤原書店、2010年、にたいして）

2018年 11月 福澤賞（「近代フランスの文学と文化史の研究」にたいして）

塾内役職

2003年 4月～ 2008年 3月 専攻担任
2005年 4月～ 2011年 3月 遠山記念音楽研究基金委員会委員
2009年 10月～ 2011年 3月 国際センター副所長（運営委員、交換留学生委員会

委員を兼務）
2009年 5月～ 2011年 3月 『三田評論』編集委員
2013年 4月～ 2014年 10月 ハラスメント防止委員会　三田地区相談員
2013年 10月～ 2015年 9月 通信教育部副部長
2014年 10月～ 2016年 9月、2017年 10月～ 2019年 9月　西脇順三郎学術賞

選考委員会委員
2015年 10月～ 2019年 9月 大学院文学研究科学習指導

所属学会

日本フランス語フランス文学会（1987年～）
日仏歴史学会（2003年～）
日仏美術史学会（2004年～）
日本ケベック学会（2008年～）
Association pour l’autobiographie et le patrimoine autobiographique

 （自伝学会、フランス、1995年～）
Société littéraire des Amis d’Émile Zola（エミール・ゾラ文学会、フランス、2012

年～）



(V)

Société des études romantiques et dix-neuviémistes（ロマン主義・19世紀研究学会、
フランス、2013年～、correspondant au Japon日本
側通信会員）

塾外活動・学会活動

2004年 6月～ 2005年 5月 日本フランス語フランス文学会　幹事長
2005年 6月～ 2006年 5月 日本フランス語フランス文学会　総務
2006年 4月～ 自然主義文学研究会世話人。年 2～ 3度の研究集会

を実施。
2009年 4月～ 2011年 5月 日本フランス語フランス文学会関東支部　支部長
2011年 5月～ 2015年 5月 日本フランス語フランス文学会　副会長
2014年 10月～ 日本学術会議連携会員
2017年 5月～ 日本フランス語フランス文学会　副会長
2018年 1月～ 日本学術会議　言語・文学委員会「古典文化と言語」

分科会委員長。分科会として提言「高校国語教育の
改善に向けて」（2020年 6月 30日発出）をまとめる。

　　　以上



(VI)

研究業績一覧

2020年 10月 1日現在

著書（単著）

1. 『19世紀フランス　夢と創造』、人文書院、1995年
2. 『19世紀フランス　光と闇の空間』、人文書院、1996年
3. 『19世紀フランス　愛・恐怖・群衆』、人文書院、1997年
4. 『歴史と表象─近代フランスの歴史小説を読む』、新曜社、1997年
5. 『〈女らしさ〉はどう作られたのか』、法藏館、1999年
6. 『近代フランスの事件簿─犯罪・文学・社会』、淡交社、2000年
7. 『推理小説の源流』、淡交社、2002年
8. 『「パリの秘密」の社会史　ウージェーヌ・シューと新聞小説の時代』、新曜社、

2004年
9. 『「感情教育」歴史・パリ・恋愛』、みすず書房、2005年
10. 『身体の文化史』、中央公論新社、2006年
11. 『近代フランスの誘惑』、慶應義塾大学出版会、2006年
12. 『〈女らしさ〉の文化史』、中公文庫、2006年
13. 『パリとセーヌ川』、中公新書、2008年
14. 『犯罪者の自伝を読む』、平凡社新書、2010年
15. 『愛の情景　出会いから別れまでを読み解く』、中央公論新社、2011年
16. 『恋するフランス文学』、慶應義塾大学出版会、2012年
17. 『革命と反動の図像学』、白水社、2014年
18. 『写真家ナダール』、中央公論新社、2016年
19. 『ゾラと近代フランス　歴史から物語へ』、白水社、2017年
20. 『逸脱の文化史　近代の〈女らしさ〉と〈男らしさ〉』慶應義塾大学出版会、

2019年



(VII)

著書（共著）

1. 『文学をいかに語るか』(大浦康介編 )、新曜社、1996年、pp. 148-166, 270-

288

2. 『ウジェーヌ・アジェ回顧』、淡交社、1998年、pp. 18-29

3. 『週刊朝日百科　世界の文学』、「16　ヨーロッパⅢ　デュマ、モーリス・ル
ブランほか」、朝日新聞社、1999年、pp. 170, 172-175

4. 『週刊朝日百科　世界の文学』、「61  ヨーロッパⅣ　フロベール、ゾラ、モ
ーパッサンほか」、朝日新聞社、2000年、pp. 10-13

5. 『兆民をひらく』（井田進也編）、光芒社、2001年、pp. 47-75

6. 『バルザックを読む　評論篇』（鹿島茂・山田登世子編）、藤原書店、2002年、
pp.  57-59

7. 『いま、なぜゾラか　ゾラ入門』（宮下志朗・小倉孝誠編）、藤原書店、2002年、
第１章、第 2章、第 3章（pp. 97-108）、第 4章（pp. 150-153, 158-167, 188-

191, 195-196）、第 6章。
8. 『フランスを知る』（東京都立大学フランス文学研究室編）、法政大学出版局、

2003年、pp. ⅲ -ⅵ , 117-123, 131-135, 185-186, 193, 196-204, 207-208, 214, 

219-220, 227, 229, 236-237, 238-239, 247, 264-268, 285-290. 

9. 『ゾラの可能性　表象・科学・身体』（編著）、藤原書店、2005年、pp. 1-4、
153-170. 

10. 『恋の研究』（柴田陽弘編著）、慶應義塾大学出版会、2005年、pp. 193-211.

11. 『風景の研究』（柴田陽弘編著）、慶應義塾大学出版会、2006年、pp. 183-216.

12. 『情の技法』（坂本光ほか編）、慶應義塾大学出版会、2006年、pp. 217-234

13. 『身体のフランス文学』（吉田城・田口紀子編）、京都大学学術出版会、2006年、
pp. 135-143, 182-199. 

14. 『フランス文学概説』慶應義塾大学出版会、2010年、pp. 47-62, 93-106

15. 『フランス文学をひらく　テーマ・技法・制度』（慶應義塾大学文学部フラン
ス文学研究室編）、慶應義塾大学出版会、2010年、pp. 47-62, 93-106. 

16. 『三田文学創刊 100年展』図録、三田文学会、2010年、「11．三田文学と外
国文学」pp. 120-129. 

17. 『恋愛を考える』（慶應義塾大学文学部編）、慶應義塾大学出版会、2011年、
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pp. 51-67「文学と愛の情景」
18. 『文明のサイエンス』（慶應義塾大学編）、慶應義塾大学出版会、2011年、

pp. 3-30「風景の表象─フランス文学を中心に」
19. 『芸術と脳─絵画と文学、時間と空間の脳科学』（近藤寿人編）、大阪大学

出版会、2013年 3月、pp. 38-53, 234-250. 

20. 『書物の来歴、読者の役割』（松田隆美編）、慶應義塾大学出版会、2013年、
pp. 1-28.「作品はどのように生成するか─エミール・ゾラから永井荷風へ」

21. 『パリⅠ─ 19世紀の首都』（西洋近代の都市と芸術 No. 2）（喜多崎親編）、
竹林舎、2014年 4月、pp. 46-63.「十九世紀文学におけるパリの表象」

22. 『パリという首都風景の誕生』（澤田肇編）、上智大学出版会、2014年 5月、
pp. 251-278. 「ゾラとパリの創出」

23. 『十九世紀フランス文学を学ぶ人のために』（小倉孝誠編著）、世界思想社、
2014年 10月、pp. 9-16, 31-43, 198-220, 250-272. 

24．『身体はどう変わってきたか─ 16世紀から現代まで』、藤原書店、2014年
12月、pp. 1-12, 83-114, 230-268. 

25. Comment la fiction fait histoire. Emprunts, échanges, croisements, textes réunis 

par Noriko Taguchi, Honoré Champion, 2015, pp. 171-182, « L’Inscription de 

l’histoire dans La Débâcle de Zola »

26. 『フランス文学史Ⅱ』（編著）、慶應義塾大学出版会、2016年、pp. 3-6, 80-

128, 151-173. 

27. Naturalisme.-Vous avez dit naturalismes ?, textes réunis par Céline Grenaud-

Tostain et Olivier Lumbroso, Presses Sorbonne Nouvelle, 2016, pp. 49-53, « Un 

Guide Zola en japonais » , pp. 121-128, « L’héritage du naturalisme au Japon ».

28. Dictionnaire des naturalismes, sous la direction de Colette Becker et Pierre-Jean 

Dufief, Honoré Champion, 2017, pp. 557-559. 

29. Dictionnaire Flaubert, sous la direction de Gisèle Séginger, Honoré Champion, 

2017, pp. 273-274, 676-678, 1521-1525. 

30. 『世界文学へのいざない─危機の時代に何を、どう読むか』（編著）、新曜社、
2020年 6月、pp. 3-8, 16, 42-51, 54, 90, 120, 138-145, 150, 166-173, 186, 212-

219, 222-223, 226, 264, 301-304. 



(IX)

辞典執筆

1. 『プログレッシブ仏和辞典』、小学館、1992年
2. 『集英社世界文学大事典　5　事項』（「歴史小説」、「新聞小説」、「自然主義」
など 8項目を担当）、集英社、1997年

3. 『岩波世界人名大辞典』、岩波書店、2013年。「フランス文学」関連の項目を
担当。

4. 『土の百科事典』、丸善出版、2014年。「フランス文学」関連の項目を執筆。
5. 『広辞苑』第 8版、岩波書店、2018年 1月、「フランス文学」などの項目の校閲、

および新加項目の執筆。

論文

1. L’Inscription de l’Histoire dans le roman de Flaubert, thèse pour le nouveau 

doctorat de l’université présentée à l’Université de Paris IV sous la direction de 

M. le Professeur Michel Raimond,1987. (inédit)

2. 「『感情教育』の中の二月革命─フロベールと同時代の作家たち」、『仏語仏
文学研究』、第 1号、東京大学、1987年、pp. 85-103

3. « Proudhon jugé par Flaubert : notes de lecture de Flaubert sur Qu’est-ce que la 

propriété ?  », Equinoxe, no 1, Kyoto, 1987, pp. 107-116

4. « Poétique de l’histoire dans L’Education sentimentale », Études de Langue et 

Littérature Françaises, no 52, Tokyo, mars 1988, pp. 46-63

5. 「フローベールにおける知の生成と変貌─『感情教育』と社会主義的言説」、
『文学』、岩波書店、1988年 12月、vol. 56、pp. 67-98

6. 「フローベール研究の現状（1965-1988）」（共著）、同上、pp. 225-247

7. 「フローベール研究文献目録」（共著）、同上、pp. 248-260

8. 「ゾラにおける知・歴史・神話─『壊滅』試解」、『明治学院論叢』、第 447号、
1989年、3月､ pp. 91-103

9. 「オーギュスタン・ティエリにおける歴史叙述の詩学と論理」、東京大学文学
部科研費成果報告書、1989年 3月､ pp. 73-90

10. ｢十九世紀文学における民衆─バルザック・ミシュレ・ゾラ」、都立大学『佛
文論叢』、第 6号、1990年 4月､ pp. 3-34



(X)

11. ｢歴史小説論序説（1）」、都立大学『人文学報』、第 228号、1990年 12月､ 
pp. 29-50

12. ｢マルグリット ･ユルスナールと自伝の誘惑」、東京大学『仏語仏文学研究』、
第 6号（菅野昭正教授退官記念特集号）、1991年､ pp. 171-186

13. ｢歴史小説論序説（2）」、都立大学『人文学報』、第 230号、1992年 3月､ pp. 

33-60

14. ｢自伝の構図」、都立大学『人文学報』、第 246号、1993年 3月､ pp. 41-60

15. « Le Discours socialiste dans l’avant-texte de L’Éducation sentimentale », 

Gustave Flaubert, no  4 « Intersections », Paris, Minard, « Lettres modernes », 

mai 1994, pp. 43-76

16. « La tradition autobiographique au Japon », La Faute à Rousseau, Journal de 

l’Association pour l’Autobiographie et le Patrimoine Autobiographique, no 10, 

octobre 1995, pp. 45-46

17. « Le “Jibunshi” : Une pratique ordinaire de l’autobiographie au Japon », La Faute 

à Rousseau,  no 11, février 1996,  pp. 46-48

18. 「ナポレオン三世時代のフランス」、『歴史群像』､ 第 25号、学習研究社、
1996年 6月、pp. 66-79

19. 「病人の誕生」、『仏教』、1997年 6月号､ pp. 49-58

20. 「病いと 19世紀文学」、『フランス文学における心と体の病理─中世から
現代まで』、京都大学大学院文学研究科、科学研究費補助金研究成果報告書（研
究代表者：吉田城）、2000年 3月、pp. 87-109

21. 「ロマン主義歴史学の射程─オーギュスタン・ティエリを中心にして」、『フ
ランス哲学思想研究』、日仏哲学会、第 5号、2000年､ pp. 80-95

22. 「『思い出』エルネスト・ルナン」、『自伝の名著 101』、佐伯彰一編、新書館、
2000年、pp. 66-67

23. 「オリエントの誘惑─マクシム・デュ・カンの東方紀行」、『マクシム・デュ・
カン展カタログ』三鷹市美術ギャラリー、2001､ Pp. 7-13

24. « La Tentation de l’Orient : Flaubert, Maxime Du Camp et le voyage en 

Orient »Flaubert, Tentations d’une écriture, Université de Tokyo, 2001, pp. 53-

70

25. 「メディアと一九世紀フランス」、『岩波講座　文学２メディアの力学』、岩波
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書店、2002年、pp. 83-103

26. 「娯楽とイデオロギー　一九世紀フランスの新聞小説」、『文学』、岩波書店、
2003年 1・2月号、pp. 56-59

27. 「テクノロジーの表象̶19世紀フランス文学と鉄道」、「鉄道と絵画」展カタ
ログ、西日本新聞社、2003年 8月、pp. 96-98

28,「メダンを訪ねて」、『環』no. 16, 2004年冬号、藤原書店、pp. 298-305

29. 「近代フランス文学と東方紀行」、『藝文研究』第 86号、慶應義塾大学、
2004年 6月、pp. 125-135

30. 「ラスネールの『回想録』─犯罪者はいかに自己を語るか」、『藝文研究』
第 86号、慶應義塾大学、2004年 6月、pp. 324-340

31. 「めくるめく香りに魅せられて̶十九世紀フランスにおけるにおい・文学・
社会」、『文学』、岩波書店、2004年 9-10月号、pp. 89-99

32. 「フランス大衆小説の射程」、『日本近代文学』第 71集、2004年 10月、pp. 

262-269

33. 「文学と音の風景」、『フランス文学における身体─その意識と表現』、京都
大学大学院文学研究科、科学研究費補助金研究成果報告書（研究代表者：吉
田城）、2005年 3月、pp. 135-246

34. 「ロダンとその時代」、『ロダン事典』、淡交社、2005年 4月、pp. 10-36.

35. 「タブーと侵犯─不倫の恋の物語」、柴田陽弘編『恋の研究』、慶應義塾大
学出版会、2005年 8月、pp. 193-211. 

36. 「スティグマの表象　エイズと現代文学」、『藝文研究』第 89号、慶應義塾大学、
2005年 12月、pp. 1-17

37. 「近代フランスにおける「女らしさ」の規範と表象」、『語用論研究』、第 7号、
2005年 12月、pp. 97-108

38. 「ミシュレと歴史学の刷新」、ミシュレ『フランス革命史』（上・下巻、中公文庫、
2006年）解説、下巻 pp. 456-487

39. 「グリゼットの栄光と悲惨」、『藝文研究』第 91号、慶應義塾大学、2006年 12月、
pp. 310-328

40. 「性差と姿勢」、『理学療法』第 24巻第 1号、2007年 1月、pp. 81-86

41. 「何が女性をダイエットに向わせたのか　その歴史と美意識」、『ヴェスタ』
69号、2008年 2月、p. 33-37
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42. 「バルトと歴史の誘惑」、ピーター・トリフォナス『バルトと記号の帝国』（岩
波書店、2008年）、解説、p. 79-104
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79. ロジャー・イーカーチ『失われた夜の歴史』（樋口幸子ほか訳、インターシフト、
2015年）、共同通信配信、2015年 4月

80. 清岡智比古『パリ移民映画』（白水社、2015年）、『北海道新聞』、2015年 5
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81. 菊谷和宏『「社会」のない国、日本─ドレフュス事件・大逆事件と荷風の悲嘆』
（講談社、2015年）、『東京新聞』、2015年 5月 31日

82. トム・リース『ナポレオンに背いた黒い将軍』（高里ひろ訳、白水社、2015年）、
『日本経済新聞』、2015年 6月 7日

83. 村田京子『ロマン主義文学と絵画』（新評論、2015年）、『ふらんす』、2015

年 8月号
84. マルグリット・ユルスナール『なにが？　永遠が』（堀江敏幸訳、白水社、
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真理江訳、筑摩書房、2017年）、『北海道新聞』、2017年 10月 8日
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学会・シンポジウムでの口頭発表

1. 「フロベール『感情教育』における歴史の詩学」、日本フランス語フランス文
学会春季 大会、学習院大学、1987年 6月 7日

2. 「ロマン主義歴史学の論理とレトリック」、日仏哲学会 1999年度秋季研究大
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3. “Flaubert, Maxime Du Camp et le voyage en Orient”、日仏共同開催フロベール・
シンポジウム、東京大学、2000年 11月 24日

4. 「没後百年　ゾラの多面性を読み解く」、日本フランス語フランス文学会秋季
大会、九州大学、2002年 10月 26日

5. 「フランス文学と東方旅行」、慶應義塾大学藝文学会シンポジウム「ヨーロッ
パ文学と旅」、2003年 12月 19日

6. 「ゾラと身体の表象」、シンポジウム「ゾラをめぐる１日」、東京日仏学院、
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7. 「自己を語るエクリチュール」（ワークショップ）、日本フランス語フランス
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8. 「ゾラと身体」、ワークショップ「エミール・ゾラの自然主義と当時の科学文化」、
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10. 「歴史叙述・時間・物語」、研究会「絵画と文学に表象される、時間と空間の
脳による認識」、国際高等研究所（研究代表者：近藤寿人）、2008年 11月 1日

11. 「風景と都市─近代フランスの文学と歴史を読み解く」、慶應義塾大学チェ
アシップ講座、2009年 10月 30日



(XXVIII)
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7. 「フランス文学とパリ」、大分慶友会、2008年 9月 20－ 21日
8. 「人はなぜ自己を語るのか」、東京日仏会館、2009年 7月 10日
9. 「文学と愛の情景～出会いから別離まで」、慶應義塾大学・文学部公開講座「恋

愛を考える」、2010年 10月 2日



(XXX)

10. 「フランス文学と愛のかたち」、鳥取大学、日本フランス語フランス文学会中
国・四国支部大会、2012年 11月 24日

11.  « Littérature et sexologie dans la France fin-de-siècle », 韓国フランス文化論学
会、慶熙大学、2013年 11月 2日

12. 「ルノワールとその時代」、朝日カルチャーセンター（新宿）、2016年 5月 7日
13. 「ベル・エポックの光と影─アジェとその時代」、ポーラ美術館、2016年

10月 8日
14. 「旅と文学」、「パリとフランス文化」、慶應義塾大学三田キャンパス、湘南慶
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8日
23. 「パリのノートルダム大聖堂　歴史・美術・文学」、朝日カルチャーセンター
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